
◇ 調査対象事業所構成割合

＜十日町市内全体＞

事業者数 構成比

115 30.6%

53 14.1%

86 22.9%

56 14.9%

66 17.6%

376 100.0%

＜地区別：松之山地区＞
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十日町市地域 企業景況調査 第1四半期報告書（R4.4.1～R4.6.30）松之山地区

小規模事業者以外含む全事業所

＜コメント＞
　今回の調査は、十日町市内376事業所から回答を得られ、前回調査よりも14事業者減少している。建設業と
製造業において減少があったものの、回答割合については大きな差はないものとなっている。

全業種合計

サービス業

飲食・宿泊業

卸・小売業

製造業

建設業

＜コメント＞
　松之山地区の今期の調査回答状況は、配布60事業所の内30事業所からの回答があり、回収率は50.0％であっ
た。前回調査時よりも8事業所の減少があったが、業種別構成割合は大きな変動は無いものとなっている。今後
の調査ではこれ以上の減少が無いように協力を賜りたい。
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　ＤＩ値（景況判断指数）＝（増加・好転などの回答割合）－(減少・悪化などの回答割合)

１．売上について
　・４月～６月の売上は前年の同期に比べてどうですか？

＜十日町市内全体＞
増加 不変 減少

％ ％ ％

20.2% 34.2% 45.6% △ 25.4 △ 13.6 △ 13.9

34.0% 35.8% 30.2% 3.8 1.7 △ 11.3

23.3% 27.9% 48.8% △ 25.6 △ 50.0 △ 32.6

46.4% 28.6% 25.0% 21.4 △ 44.6 △ 7.3

31.8% 31.8% 36.4% △ 4.5 △ 24.2 △ 19.7

28.8% 31.7% 39.5% △ 10.7 △ 26.2 △ 17.9

＜地区別：松之山地区＞
増加 不変 減少

％ ％ ％

25.0% 37.5% 37.5% △ 12.5 22.2 12.5

0.0% 50.0% 50.0% △ 50.0 △ 33.3 △ 50.0

37.5% 25.0% 37.5% 0.0 △ 63.6 △ 62.5

87.5% 12.5% 0.0% 87.5 △ 33.3 △ 12.5

0.0% 50.0% 50.0% △ 50.0 △ 50.0 △ 75.0

40.0% 30.0% 30.0% 10.0 △ 31.6 △ 30.0

前期DI

前期DI

＜コメント＞　十日町市内全体の今期の売上状況は、全業種DI値で△10.7ポイントで、前回調査時よりも15.5
ポイント上昇となっている。建設業以外の業種でDI値が上昇した。来期見通しでは建設業以外の業種で低下予想
となっており、全業種DI値においても低下する見通しとなっている。
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＜コメント＞　松之山地区の今期の売上状況は、全業種DI値で10.0ポイントで、前回調査時よりも41.6ポイン
トの増加となっている。まん延防止等重点措置の解除により観光客の増加があったものと思われ、飲食・宿泊業
にて大きな上昇が見られた。来期見通しでは新型コロナの第7波の影響があるものと予測されており、建設業以
外の業種で大きな減少予測となっている。
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２．採算について
　・４月～６月の採算は前年の同期に比べてどうですか？

＜十日町市内全体＞
好転 不変 悪化

％ ％ ％

9.6% 46.1% 44.3% △ 34.8 △ 22.9 △ 27.0

11.3% 41.5% 47.2% △ 35.8 △ 31.0 △ 45.3

12.8% 38.4% 48.8% △ 36.0 △ 47.8 △ 39.5

26.8% 41.1% 32.1% △ 5.4 △ 44.6 △ 16.4

27.3% 40.9% 31.8% △ 4.5 △ 30.3 △ 15.2

16.2% 42.0% 41.8% △ 25.5 △ 34.4 △ 28.8

＜地区別：松之山地区＞
好転 不変 悪化

％ ％ ％

12.5% 62.5% 25.0% △ 12.5 22.2 △ 25.0

0.0% 50.0% 50.0% △ 50.0 △ 33.3 △ 50.0

12.5% 37.5% 50.0% △ 37.5 △ 54.5 △ 50.0

50.0% 37.5% 12.5% 37.5 △ 55.6 △ 37.5

0.0% 50.0% 50.0% △ 50.0 △ 33.3 △ 50.0

20.0% 46.7% 33.3% △ 13.3 △ 31.6 △ 40.0

前期DI
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＜コメント＞　松之山地区の今期の採算状況は、全業種DI値で△13.3ポイントで、前回調査時よりも18.3ポイ
ント好転している。建設業と製造業、サービス業にて悪化しているが、売上状況と同様で飲食・宿泊業と卸・小
売業の好転が全体ポイントを引き上げている。来期見通しでは好転予測されている業種は無く、今期よりも悪化
するものと思われる。
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＜コメント＞　十日町市全体の今期の採算状況は、全業種DI値で△25.5ポイントで、前回調査より8.9ポイント
好転している。特に飲食・宿泊業、サービス業での好転が大きくなった。来期見通しでは、建設業以外の業種に
おいて悪化予測となり、全業種DI値においても悪化見通しとなる。
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好転, 16.2%
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好転, 20.0%

不変, 46.7%

悪化, 33.3%

地域別 全業種合計



３．仕入単価について
　・４月～６月の仕入単価は前年の同期に比べてどうですか？

＜十日町市内全体＞
上昇 不変 低下

％ ％ ％

78.9% 20.2% 0.9% △ 78.1 △ 61.5 △ 72.8

78.8% 17.3% 3.8% △ 75.0 △ 75.4 △ 73.1

74.4% 22.1% 3.5% △ 70.9 △ 52.2 △ 65.1

83.9% 14.3% 1.8% △ 82.1 △ 73.2 △ 69.6

50.0% 46.9% 3.1% △ 46.9 △ 40.6 △ 50.8

73.7% 23.9% 2.4% △ 71.2 △ 59.6 △ 66.8

＜地区別：松之山地区＞
上昇 不変 低下

％ ％ ％

75.0% 25.0% 0.0% △ 75.0 △ 44.4 0.0

0.0% 100.0% 0.0% 0.0 △ 33.3 0.0

75.0% 12.5% 12.5% △ 62.5 △ 45.5 △ 62.5

100.0% 0.0% 0.0% △ 100.0 △ 88.9 △ 87.5

25.0% 75.0% 0.0% △ 25.0 △ 33.3 △ 75.0

70.0% 26.7% 3.3% △ 66.7 △ 52.6 △ 66.7

前期DI

前期DI

＜コメント＞　十日町市内全体の今期の仕入単価状況は、全業種DI値で△71.2ポイントで、前回調査時よりも
11.6ポイントの仕入単価上昇が見受けられる。製造業以外の業種において上昇しており、原料、燃料高騰の影響
を大きく受けていると思料する。来期見通しは、今期よりも仕入単価が低下する見通しであるが、以前として動
向には、注視する必要がある。
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＜コメント＞　松之山地区の今期の仕入単価状況は、全業種DI値で△66.7ポイントで、前回調査時よりも14.1
ポイント単価上昇となっている。製造業とサービス業で低下となっているが、飲食・宿泊業では△100.0ぽいん
とであった。来期見通しでは建設業で今期よりも低下予測されているが、推移波形のとおり今期と同様の推移を
たどりそうである。
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上昇, 73.7%

不変, 23.9%

低下, 2.4%

十日町市内全体 全業種合計

上昇, 70.0%
不変, 26.7%

低下, 3.3%

地域別 全業種合計



４．販売（客）単価について
　・４月～６月の販売（客）単価は前年の同期に比べてどうですか？

＜十日町市内全体＞
上昇 不変 減少

％ ％ ％

34.8% 56.3% 8.9% 25.9 5.2 23.2

28.8% 61.5% 9.6% 19.2 △ 3.5 15.4

31.4% 46.5% 22.1% 9.3 △ 3.3 1.2

16.1% 64.3% 19.6% △ 3.6 △ 19.6 △ 7.1

15.2% 69.7% 15.2% 0.0 1.5 1.5

26.9% 58.3% 14.8% 12.1 △ 2.3 8.6

＜地区別：松之山地区＞
上昇 不変 減少

％ ％ ％

0.0% 100.0% 0.0% 0.0 11.1 △ 12.5

0.0% 100.0% 0.0% 0.0 △ 33.3 0.0

25.0% 25.0% 50.0% △ 25.0 △ 36.4 △ 37.5

12.5% 87.5% 0.0% 12.5 △ 22.2 △ 12.5

0.0% 100.0% 0.0% 0.0 0.0 0.0

10.0% 76.7% 13.3% △ 3.3 △ 15.8 △ 16.7

前期DI

前期DI
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＜コメント＞　松之山地区の今期の販売（客）単価の状況は、全業種DI値で△3.3ポイントで、前回調査時より
も12.5ポイント上昇となっている。建設業にて減少が見られたものの、その他の業種は単価上昇となっている。
来期見通しではサービス業と製造業は不変予測しているが、その他の業種は今期よりも低下予測となっている。
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＜コメント＞　十日町市内全体の今期の販売(客)単価の状況は、全業種DI値で12.1ポイントで、前回調査時より
14.4ポイント上昇している。サービス業以外の業種で上昇という形となった。来期に関しては、サービス業以外
で低下予測となり、全業種DI値も低下する見通しとなっている。
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上昇, 26.9%

不変, 58.3%

減少, 14.8%

十日町市内全体 全業種合計

上昇, 10.0%

不変, 76.7%

減少, 13.3%

地域別 全業種合計



５．資金繰りについて
　・４月～６月の資金繰りは前年の同期に比べてどうですか？

＜十日町市内全体＞
好転 不変 悪化

％ ％ ％

2.7% 81.4% 15.9% △ 13.3 △ 9.4 △ 15.9

3.8% 75.5% 20.8% △ 17.0 △ 24.1 △ 18.9

2.3% 68.6% 29.1% △ 26.7 △ 35.2 △ 24.4

12.5% 60.7% 26.8% △ 14.3 △ 30.4 △ 16.4

9.1% 78.8% 12.1% △ 3.0 △ 22.7 △ 22.7

5.3% 74.1% 20.6% △ 15.2 △ 22.9 △ 19.6

＜地区別：松之山地区＞
好転 不変 悪化

％ ％ ％

12.5% 87.5% 0.0% 12.5 11.1 △ 25.0

0.0% 100.0% 0.0% 0.0 0.0 0.0

0.0% 62.5% 37.5% △ 37.5 △ 27.3 △ 50.0

0.0% 87.5% 12.5% △ 12.5 △ 44.4 △ 37.5

0.0% 100.0% 0.0% 0.0 △ 33.3 △ 50.0

3.3% 83.3% 13.3% △ 10.0 △ 21.1 △ 36.7

前期DI

前期DI
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製造業
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全業種合計
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＜コメント＞　松之山地区の今期の資金繰りの状況は、全業種DI値で△10.0ポイントで前回調査時よりも11.1
ポイント好転となっている。卸・小売業で悪化となっているが、飲食・宿泊業とサービス業の好転幅が大きく全
体数値を引き上げている。来期見通しでは製造業で不変予測があるものの、その他の業種は悪化予測されてい
る。

＜コメント＞　十日町市内全体の資金繰り状況は、全業種DI値で△15.2ポイントで、前回調査時より7.7ポイン
ト好転している。建設業以外の業種で好転という形となった。来期見通しとしては、卸・小売業以外の業種で悪
化予測となり、全業種DI値についても悪化する見通しとなる。
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好転, 5.3%

不変, 74.1%

悪化, 20.6%

十日町市内全体 全業種合計

好転, 3.3%

不変, 83.3%

悪化, 13.3%

地域別 全業種合計



６．景況判断について
　・４月～６月の景況は前年の同期に比べてどうですか？

＜十日町市内全体＞
好転 不変 悪化

％ ％ ％

7.8% 49.6% 42.6% △ 34.8 △ 28.2 △ 33.3

3.8% 41.5% 54.7% △ 50.9 △ 46.6 △ 49.1

8.1% 31.4% 60.5% △ 52.3 △ 64.8 △ 58.1

25.0% 46.4% 28.6% △ 3.6 △ 50.9 △ 14.5

12.1% 56.1% 31.8% △ 19.7 △ 33.3 △ 30.3

10.6% 44.9% 44.4% △ 33.8 △ 43.7 △ 38.0

＜地区別：松之山地区＞
好転 不変 悪化

％ ％ ％

12.5% 50.0% 37.5% △ 25.0 △ 11.1 △ 37.5

0.0% 50.0% 50.0% △ 50.0 △ 33.3 △ 50.0

25.0% 37.5% 37.5% △ 12.5 △ 63.6 △ 75.0

50.0% 37.5% 12.5% 37.5 △ 62.5 △ 25.0

0.0% 50.0% 50.0% △ 50.0 △ 66.7 △ 25.0

23.3% 43.3% 33.3% △ 10.0 △ 48.6 △ 43.3

前期DI

前期DI

＜コメント＞　松之山地区の今期の景況判断は、全業種DI値で△10.0ポイントで、前回調査時よりも38.6ポイ
ント好転となっている。建設業と製造業で悪化が出ていたが、その他の業種は好転しており、全体の数値を引き
上げている。来期見通しでは、今回調査で大きく好転した飲食・宿泊業と卸・小売業の悪化予測幅が大きく出て
おり、全業種でも今期よりも大幅な悪化予測となっている。

全業種合計

サービス業

今期DI

来　　期
見通しDI

今期DI

建設業

全業種合計

飲食・宿泊業

卸・小売業

製造業

建設業

＜コメント＞　十日町市内の今期の景況判断は、全業種DI値で△33.8ポイントで、前回調査時よりも9.9ポイン
ト好転している。建築資材高騰の影響により建設業の数値の悪化が見受けられ、また製造業も数値悪化となった
が、その他業種で軒並み好転となり、全業種DI値を引き上げた。来期見通しは建設業と製造業が好転予測となる
が、その他の業種は悪化予測であり、全業種DI値についても悪化する見通しである。今後の動向に注視したい。
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業種別景況判断の推移（市内全体）
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業種別景況判断の推移（地区別）

建設業 製造業 卸・小売業 飲食・宿泊業 サービス業 全業種合計

好転, 10.6%

不変, 44.9%

悪化, 44.4%

十日町市内全体 全業種合計

好転, 23.3%

不変, 43.3%

悪化, 33.3%

地域別 全業種合計



７．従業員数について
　・４月～６月の従業員数は前年の同期に比べてどうですか？

＜十日町市内全体＞
過剰 適正 不足

％ ％ ％

1.8% 47.7% 50.5% △ 48.6 △ 47.8 △ 51.4

7.7% 69.2% 23.1% △ 15.4 △ 3.6 △ 11.5

2.5% 70.9% 26.6% △ 24.1 △ 11.6 △ 24.1

1.8% 69.1% 29.1% △ 27.3 △ 25.5 △ 25.5

1.5% 75.8% 22.7% △ 21.2 △ 21.2 △ 19.7

2.8% 64.2% 33.1% △ 30.3 △ 25.2 △ 30.0

＜地区別：松之山地区＞
過剰 適正 不足

％ ％ ％

0.0% 25.0% 75.0% △ 75.0 △ 55.6 △ 75.0

0.0% 100.0% 0.0% 0.0 0.0 0.0

0.0% 87.5% 12.5% △ 12.5 9.1 △ 12.5

0.0% 50.0% 50.0% △ 50.0 △ 44.4 △ 50.0

0.0% 75.0% 25.0% △ 25.0 △ 50.0 △ 25.0

0.0% 60.0% 40.0% △ 40.0 △ 28.9 △ 40.0

８．経営上の問題点（上位３つ）：４月～６月

十日町市内全体　全業種合計

地域別　全業種合計

前期DI

前期DI

サービス業

飲食・宿泊業

卸・小売業

製造業

＜コメント＞　今期の従業員数(雇用動向)は、過剰回答が1.2％減少し、不足回答が3.9%前回調査時よりも増加
している。松之山地区の状況は、過剰回答が2.6％減少して0.0％となり、不足回答が8.4％増加している。建設
業と飲食・宿泊業の不足回答が増加しており、過剰と回答する事業所は無くなっている。製造業を除いたその他
の業種は全て不足となっており、今後も人材不足が企業の課題と言える。

＜コメント＞　今回調査での経営上の問題点は、１位「仕入単価の上昇」、２位「需要の停滞」、３位「従業員
の確保」となり、主要な３項目について大きな順位変動は、なかった。
松之山地域の経営上の問題は、1位が「仕入単価の上昇」次いで「店舗、設備の老朽化」「従業員の確保」と
なっている。「仕入単価の上昇」回答が増加し始めた昨年第2四半期から約1年が経過していることもあり、業種
を問わず企業経営の問題点として挙げられている。
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９．地区の景況概要

　・４月～６月時点での全体概況は
【建設業】
　今期の建設業の状況は、例年売上が減少する時期でもあることから、売上、採算においても減少している。また、原材料
高の高騰も影響しており、景況判断も思わしくない結果となっている。来期見通しにて売上の増加予測と仕入単価の減少
予測があるものの、採算、販売単価の減少予測があり、資金繰り、景況判断が今期よりも悪化予測となっている。経営上
の問題点では従業員の確保が圧倒的に多く、人材不足状況が続いている。

【製造業】
　今期の製造業の状況は、売上の減少と仕入単価の上昇が見られ、景況判断は悪化となっている。来期見通しでは全て
の調査項目で今期と同様の数値が出ており、大きな変動は無いものと思われる。経営上の問題点では、人件費の増加と
従業員の確保が挙げられており、人材不足に加え最低賃金の増加による人件費負担増が課題となっている。

【卸・小売業】
　今期の卸・小売業の状況は、仕入単価の上昇が見られたものの、売上の増加があり、景況判断判断が大きく好転してい
る。ただし、資金繰りでは僅かに悪化が見られ、長引く新型コロナの影響が続いているものと思われる。来期見通しでは大
きな売上減少予測があり、採算、資金繰り、景況判断において悪化予測が出ている。経営上の問題点では、仕入単価の
上昇が一番多く、次いで店舗、設備等の老朽化の順となっている。

【飲食・宿泊業】
　今期の飲食・宿泊業の状況は、まん延防止等重点措置の解除により観光入込客の増加があったものと思われ、売上、
採算、景況判断において大きな増加となっている。ただし、来期見通しでは売上の大きな減少予測があり、採算、景況判
断も大きく悪化予測となっている。経営上の問題点では、仕入単価の上昇が一番多く、次いで店舗、設備等の老朽化と
なっている。

【サービス業】
　今期のサービス業の状況は、売上状況に変動は無く、資金繰り状況、景況判断も微増となっていた。来期見通しでは売
上の減少予測と仕入単価の上昇予測があり、資金繰りにおいて悪化予測が出ている。経営上の問題点では、後継者問題
が一番多く回答されており、次いで需要の停滞となっている。仕入が少ない業種であることから仕入単価の上昇はあまり
問題視されていない模様である。


